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L-105の 呼吸器感染症に対する臨床的検討
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新しく開発されたセファロスポ リン系抗生剤L-105を 呼吸器感染症に使用 し,以 下の結果が得

られた。

1)L-105を 細菌性肺炎8例,肺 膿瘍1例,慢 性気管支炎1例 に対して,1日 量2～49を8

～14日 間点滴静注 した。

2)臨 床効果は著効3例,有 効3例,や や有効2例,無 効1例,判 定不能1例 で有効以上の有効

率は67%)あ った。

3)副 作用として,自 家感作性皮膚炎を合併す る例に発疹が出現した。臨床検査成績)は2例 に

トランスアミナーゼの上昇,2例 に好酸球の増加,1例 にBUNの 増 加が認められた。

L-105は 日本 レダ リー研 究所 で 開発 され た半 合 成 セ フ

ェム系 抗 生剤),構 造 上3位 側 鎖 に1,2,3-thiadiazol

基 が導 入 され て い る。

本剤 は これ ま)の 検 討 で は グ ラム陽 性,陰 性 の 各種 細

菌 に強 い殺 菌 力 を 示 し,Staphylococcus aureusに も抗 菌 力

を もつ こと,各 種 β-lactamaseに 対 して き わ め て 安 定

で,腎 や肝 へ の 移 行 が よい こ とが 報 告 さ れ て い る1)。

今 回 われ わ れ は,L-105の 呼 吸 器 感染 症 に 対 す る 臨床

効果 を検 討 した の で以 下 に そ の成 績 を報 告 す る。

1.対 象 お よび 方 法

投 与対 象 は59年7月 か ら60年1月 まで に旭 川 医 科 大 学

附 属 病院 第 一 内科 また は 名 寄 市 立 総 合 病 院 内科 に 入 院

し,臨 床 試験 の 同意 の得 られ た 呼 吸 器 感 染 症10例)あ

る。 内訳 は 細菌 性肺 炎8例,肺 膿 瘍1例,慢 性 気 管 支 炎

1例)あ る。 男性7例,女 性3例)年 齢 は32～71歳(平

均50.3歳))あ った 。

投 与 方 法 は原 則 と して,1回19,1日2回 点 滴 静 注

を 行 った が,症 例3の 肺 膿 瘍)は1回29,1日2回 投

与,症 例5の 肺 炎 例)は1回19,1日3回 投 与 を 行 っ

た 。投 与 日数 は8～14日,総 投 与 量 は15～369(平 均

25.6g))あ った 。

なお 症例5)は マ イ コプ ラ ズマ に よ る混 合 感 染 が 疑 わ

れた た めdoxycyclineを 併 用 した 。

II.臨 床 成 績

1.臨 床効果

臨床効果の判定には,臨 床所見(咳 嗽,喀 痰,発 熱.

胸部 ラ音など)お よび臨床検査成績(細 菌学的効果,白

血球数,CRPお よび胸部X線 写真所見などの推移)を

総合的に判断 し,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階

に分類 して判定 した。臨床効果の一覧表をTable1に 示

した。L-105の 臨床効果は10例 中著効3例,有 効3例,

やや有効2例,無 効1例,判 定不能1例),有 効 以上の

有効率は67%)あ った。なお無効の1例 は肺膿瘍例),

他剤にも反応せず,手 術を必要とした例)あ った。

細菌学的に起炎菌 と推定されたのはH.influenzde 1

例,K.pneumoniae1例,Ecloacae1例,H.parainfluenzae

1例,&rratia1例)そ の他は細菌が検出されないか,

常在菌のみが分離された。

MICは106/ml個 接種により以下の3例)測 定され

た。H.influenzea0.013μg/ml,K.pｎeumoniae 0.05μg/

ml,E.cloacae 0.39μg/ml)あ った。

2.副 作用

本剤投与に伴 う副作用,お よび臨床検査成績に与える

影響を検討 した。臨床検査成績の推移についてはTable

2に 示 した。

副作用としては1例 に発疹がみ られた。症例8の62歳

男性),自 家感作性皮膚炎を合併 していた。投与開始3

日 目より,全 身に発疹が出現 したが投与持続 しているう
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Table 1 Clinical results of L-105

Table 2 Laboratory findings of L-105

B: Before administration A: After administration

ちに一時軽快 し,11日 目に再び発疹が増悪 したので中止

した。 なお本例ではGOT,GPT,A1-P,好 酸球数 も

一過性に上昇を認めた。本症例では発疹が他の抗生剤に

よっても出現 し,自 家感作性皮膚炎の影響が強いものと

考えた。臨床検査値の異常 としては上記のほかに1例 で

好酸球およびBUNの 増 加,1例 でGPTの 増加,1

例 でGOTの 増加がみ られたが,い ずれも軽度一過性

で重篤な副作用は認めなかった。
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III.考 案

近年,抗 生剤の進歩には著 しいものがある。その反面

これら抗生剤に対する耐性菌が増加しつつあり問題 とな

っている。呼吸器感染症においては老齢化,血 液疾患や

肺癌その他重篤な基礎疾患の存在などにより,グ ラム陰

性桿菌の比重が増加し,難 治化の原因 となっているが,

グラム陽性球菌も重要な位置を占めている。ことにグラ

ム陰性菌群に強力な抗菌力をもち,近 年多用されている

第三世代セフェム系薬剤は,S.aure雄 には抗菌力が不十

分で,そ の増加が注 目されている。

L-105は 日本レダリー研究所で新 しく合成されたセフ

ァロスポリン系薬剤で,各 種 β-lactamaseに 安定であ

り,P.amginosaに 対する抗菌力は低いが,グ ラム陰性

桿菌には第三世代セフェム剤とほぼ同等 の 抗菌力 を示

し,S.aumsに もcefazolinに 匹敵する抗菌力をもつこ

とが報告されている1)。

今回,わ れわれが10例 の呼吸器感染症に投与した結果

は,有 効率67%で あ り,基 礎疾患や重症度を考慮すると

呼吸器感染症の薬剤 として評価できる値 と考え られた。

またMICが 測定された3例 では 十分な 抗菌力が認め

られた。副作用については1例 に発疹を認め,臨 床検査

値でも,ト ランスアミナーゼの上昇,好 酸 球 の 上 昇,

BUNの 上昇が一過性に認め られたが,重 篤な副作用は

なく,LI-105は 安全で有効な 抗生剤 であると判断 され

た。

結 語

最近開発された セファロスポ リン系抗生剤であるL-

105を10例 の呼吸器感染症に投与し,有 効率は67%で あ

った。副作用に重篤なものはなく,呼 吸器感染症に有効

な薬剤と判断 した。
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Clinical studies of L-105
, a new cephalosporin were carried out in the field of respiratory

tract infection and the following results were obtained.

I. L-105 was administered to 8 cases with bacterial pneumonia, one case with lung abscess

and one case with chronic bronchitis at a dosage of 2-4 g/day by intravenous drip infusion for

8•`14 days.

2. Clinical response of L-105 was excellent in 3 cases, good in 3 cases, fair in 2 cases, poor

in one case and undetermined in one case . The efficacy rate was 67%.

3. Skin eruption was observed in one case with autosensitization dermatitis, and slight

elevation of GOT, GPT, BUN and eosinophil were observed in two, one and two cases,respectively.


